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（※ 1）JST戦略的創造研究推進事業  CREST「仮想エージェントによる個人適応された情動社会スキルの訓練」（2019年4月 -2024年3月）JPMJCR19A5

（※2）科研費・基盤研究 (C)「拡張現実感を用いた組み立て・点検作業支援システムの継続使用による訓練効果」（2022年4月 -2026年3月）22K12127

（※3）科研費・基盤研究 (B)「対面対話の問題を即時的かつ網羅的に緩和する常時介在型ARインターフェース」（2025年4月 -2029年3月）25K01204
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CRESTのチーム研究に参加し、
仮想エージェントによる
社会スキル訓練システムを開発。（※1）

ARを用いた作業・会話支援の
システムを開発。上達に合わせて
支援を減らす仕組みを研究。（※2）

AIが発言の理解や返答を支援する
ARデバイスを研究開発。
分身AIによる支援法を探る。（※3）

人によってできることに差が生まれる理由や、個々のスキル獲得の過
程に強い関心を寄せてきた。XRとはVR・AR・MRの総称であり、
物理空間と仮想空間を組み合わせ、私たちが認識する「現実」を拡張
する技術領域だ。人間はテクノロジーを通じて、認知能力やできるこ
とを広げてきた。XRとAIを結びつけ、人間のスキル獲得の仕組み
に迫り、苦手に悩む人々に新たな選択肢をもたらしたい。

苦手を乗り越えられる世界へ。
XRがスキル獲得を支援する、
人に優しいシステムを探究。
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「XRにより、苦手を得意に、得意をもっと得意に、より生きやすく」をテーマに、スキル
獲得やコミュニケーションを支援するシステムの研究開発に注力している。



